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「電力システム移行期のキー技術、キーシステム技術」
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資源エネルギー庁
第68回総合資源エネ
ルギー調査会基本政
策分科会資料2の図
に加筆 設備利用率を考

慮してKWを計
算するとおよそ
ピーク負荷の2

倍のkW程度



新しい送配電システムへの移行

大規模集中型電源

超高圧長距離送電
が重要

小規模分散型電源
 新たな電力需要

  
  ローカル送電

    配電系統
が重要

大量の小規模再
エネ電源の接続

投資は
超高圧
系統へ

投資は
ローカル
配電系統へ

少なくとも
・配電電圧昇圧・複数ルート化など
・GFMインバータを考慮した保護(接地)方式へ
＜インフラそのものの（現在の延長線上ではない）刷新が鍵？＞

分散型電源
自産自消
地産地消
地域間融通

大規模電源
から負荷へ供給

過去 近い将来現在
どのように移行していくか？

過去の遺産
（超高圧送電線）
の有効利用

⇒

系統混雑等を発生せずに
空間的・時間的需給バランス
が可能な電力システムは？

「選択と集中」の技術 ⇒ 「適応と分散」の技術

送配電インフラは変化すべき
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E N D

Microsoft Copilot
による作図

保護(接地)方式は？ 

標準化可能？

必要箇所から順次
インフラ刷新も可能？
どのように移行するか？
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